
広帯域デジタル信号解析技術を用いた 
無線設備試験法の提案 

事 務 局 

平成24年8月30日 

参考資料１ 



目  的 

① 実施期間 ： 平成２１年度～平成２３年度（３カ年） 

② 実施体制 ： アジレント・テクノロジー（株）と契約し、 

          調査検討会を設置して実施 

実施体制等 

イメージ図 

技術試験事務「超広帯域デジタル信号解析技術を用いた無線設備試験法に係る調査」 

         広帯域デジタル測定器を用いて、広帯域な無
線設備の特性を正確に把握する測定方法について検証を行
い、無線設備の新たな試験方法を確立する。これにより、高
度化する無線設備に対応する試験方法として、技術基準適合
証明のための無線設備の特性試験方法（総務省告示）の策
定に資する。 

現行の試験方法 

受験機器 擬似 
負荷 

電力計 

IF出力 帯域幅(1MHz) 

従来型測定器 

20MHz以上の帯域 
を持つ変調信号 

新しく検討した試験方法 

帯域幅 
20MHz以上 

受験機器 
擬似 
負荷 

広帯域型デジタル測定器 
20MHz以上の帯域 
を持つ変調信号 

試験評価項目 

周波数偏差 

占有周波数帯幅 

スプリアス発射又は不要発射の強度 

空中線電力の偏差 

隣接チャネル漏洩電力 

実測試験の対象無線設備 

無線LAN (IEEE802.11b / 11g / 11a） 
bluetooth (IEEE802.15.1）  
Mobile WiMAX (IEEE802.16e（上り）） 

IEEE802.11acについては直接の試験対象とさ
れていないが、他の無線LANの結果を踏まえる
と、一定の検証の下、条件設定することで特性試
験に適用可能と考えられる。 
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（空中線電力を測定する場合） 



振幅 

時間 

周波数 

周波数 

表示されるのは、ある一定時間における周波数の 
瞬時値（尖頭値、平均値など）のみ 

ガウス形状をもつＩＦフィルタが掃引 

特性試験方法の概念 
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 無線LAN等の広帯域な無線設備の電波の特性を把握するた

めには、従来の測定技術を前提とした試験方法では、適合性の
確認について長時間に渡るとともに、次第に困難になりつつある。 

時間 

周波数 

周波数 

振幅 広帯域スペクトラムを一括処理可能  

スペクトラムの形状はウインドウ関数に依存 

 従来のアナログ測定器に対し、広帯域デジタル測定器
（いわゆるリアルタイムスペアナ）においては広帯域の信
号を直接取得し、そのままデジタル処理（FFT処理）する。 
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種別 定義と特徴 試験方法 メリット デメリット 

従
来
型
測
定
器 

ア
ナ
ロ
グ
型 

• ミキサのローカル信号が掃引する
ことにより、広帯域に周波数観測
を実現 

• 中間（IF）周波数で狭帯域フィルタ

を通った信号を包絡線検波し、信
号を検出する 

• 旧来のモデルはIFフィルタがアナ
ログだが、最近はIFフィルタがデ
ジタル化されたものが主流 

• 広帯域信号を全て取り込む
には何度も掃引を繰り返す
必要がある 

• 電力計で最終値を測定する
ため、入力値とIF値の関係を
得る必要がある 

• これまで広く一般的に使
用されてきた 

• 電力計で最終値を測定す
るために、アナライザその
ものの性能は問われない 

• 広帯域な信号の解析には
測定時間を要する 

• 機種によりフィルタの形状
が異なるため、測定値に
ばらつきが生じる可能性
あり（等価雑音帯域幅に
より補正） 

• 広帯域信号を全て取り込む
には何度も掃引を繰り返す
必要がある 

• ＩＦ値として信号を取り出すこ
とができず、スペアナの機能
による電力測定値を最終値
として採用する必要がある 

• ＩＦ段のアナログ回路の不
確かさがなくなり、かつデ
ジタル的に補正できるた
めに振幅確度が
±0.2~0.5dBもの高確度
を持つモデルがある 

• 電力計とスペアナの指示
値が同等であることを確
認する必要がある 

デ
ジ
タ
ル
型 

広帯域デジ
タル測定器 
（リアルタイ
ムスペアナ） 

• 中間（IF）周波数でADコンバータ

によりデジタルサンプリングを行い
、FFT演算により波形表示 

• 周波数解析幅は高速ADコンバー
タのサンプリング速度に依存 

• 窓関数により周波数分解能や振
幅確度性能などが著しく変わる 

• 広帯域信号を、指定したバ
ーストの時間分だけ取り込む
ことで処理が終わる 

• ＩＦ値として信号を取り出すこ
とができず、スペアナの機能
による電力測定値を最終値
として採用する必要がある 

• アナログ回路の不確かさ
がなくなり、かつデジタル
的に補正できるために、振
幅確度が±0.2dB~0.5dB
もの高確度を持つモデル
がある 

• 機種により窓関数の種類
が異なる 

• 機種によりFFTポイント数
、FFT時間の設定可能範
囲に差があるため、RBW
と解析時間やスパンの関
係に制限がある場合もあ
る 

• 電力計とスペアナの指示
値が同等であることを確
認する必要がある 

測定器の分類と比較 
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